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共通の評価項目
（町田市共通）

1
学校は、地域人材を積極的に活用
した教育活動を行っている

2
学校は地域と一体となって子ども
たちを育んでいる。

3
学校は、保護者や地域の方に対し
て情報発信をしている。

4
学校は、保護者会や学校公開、学
校行事などで、教育活動を公開し
ている。

5
お子様は、各教科の基礎的・基本
的なことがらが身に付いてきてい
る。

6
お子様は、宿題や家庭学習に積極
的に取り組んでいる。

7
お子様は、学校で すすんで読書
をしている。

8
お子様は、英語学習に楽しく取り
組んでいる。

9
お子様は、ICT（学習機器）を積
極的に活用している。

10
学校は、いじめ防止や体罰防止に
取り組み、子供の人権を大切にし
ている。

11
お子様は、学校のきまりや家庭で
のきまりを守っている。

12
お子様は、あいさつをきちんとし
ている。

13
お子様は、交通事故防止や不審者
対応などの安全意識が身に付いて
いる。

14
お子様は、ICT(学習機器)、ス
マートフォンなどによるネットマ
ナーが身に付いている。

15
お子様は、日常的に、運動やス
ポーツ（遊びや部活動を含む）に
積極的に取り組んでいる。

16
お子様は、食に関する知識や望ま
しい食習慣、生活習慣が身に付い
ている。

17
学校は、鶴川中学校と連携して教
育活動に取り組んでいる。

18
学校は、校内整備や校内美化に取
り組んでいる。

   鶴一小だより
　　　　　　学校だより ２０２４年　２月２９日

学校評価アンケート特別号
町田市立鶴川第一小学校

校長　小林　繁
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保護者向けアンケート「共通の評価項目」集計結果グラフ

そう思う どちらかといえば そう思う

どちらかといえば そう思わない そう思わない

わからない 無回答 その他 使用する環境にない 14番の項目のみ

「教育活動を見直すためのアンケート」へのご協力、ありがとうございました。

皆様のご意見をもとに、教職員で検討し、次年度の教育活動に生かしていきます。



成果
３の「情報発信」、４の「教育活動の公開」の項目では、肯定的な回答が９０％を超えました。開

かれた学校創りとして全教職員が力を入れてきたことが、保護者の方に広く理解されることにつな

がったと考えます。

５の「基礎的・基本的なことがらの習得」の項目では、８６％の肯定的な回答をいただきました。

校内研究をはじめ、日々の授業改善がお子さんの学習内容の理解につながっていることを実感して

いただけていると考えます。

１１の「きまりを守る」の項目では、８６％の肯定的な回答をいただきました。学校と家庭での指

導が、お子さんの言動に表れていることを評価していただいたと考えます。

１２の「あいさつ」の項目では、８５％の肯定的な回答をいただきました。学校と家庭での指導

が、会釈等のお子さんの基本的な所作に表れていることを評価していただいたと考えます。

課題
７の「読書」の項目では、肯定的な回答が５０％に留まりました。昨年度は５１％でしたので、大

きな変化はないのですが、否定的な回答の内訳を見ると、「そう思わない」という回答が昨年度の

１４％から８％増加し、「どちらかといえば、そう思わない」が８％減少しています。より強い否

定的な回答が増加したことを真摯に受け止め、読書を習慣化するための取り組みを、今後も模索し

ていきます。

１０の「子供の人権」の項目では、肯定的な回答が６１％に留まりました。昨年度は６０％でした

ので１％の増加と捉えることもできますが、「わからない」という回答が２９％あったことを重視

しています。昨年度は２３％でしたので、６％の増加です。

いじめ防止、体罰防止の取り組みを見直すとともに、情報発信の内容についても見直していきま

す。

１７の「鶴川中学校との連携」の項目では、「わからない」という回答が５８％に上りました。昨

年度は４９％でしたので、９％の増加です。肯定的な回答も、昨年度は３３％で今年度は２８％で

したので、５％の減少です。新型コロナによる制限がなくなったにもかかわらず、この結果になっ

たことを重視しています。鶴川中学校との新たな連携を模索していきます。


